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［図①l過去の東海・東南海・南海地震

［図(5)】 ［図(4)】 ［図(3)】

字

※図③→④→⑤→③→④→(5)の順序で繰り返し地需が発生します。

南海トラフでは、約100年～150年関隠で繰り返し巨大地霰が発生しています。
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過
去
に
起
●
た
督

近
い
将
来
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
束
＇
屈
海
・
南
海
地
震
。
今
後
叩
年

以
内
の
発
生
確
率
か
、
東
南
海
地
震
て

60
％
程
度
、
＇
田
海
地
震
で
5
0
％
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
c

ま
た
、
東
海
地
姦
は
、
前
叫
の
安
政

束
海
地
虞
か
ら
約
150
年
発
生
し
て
い
な

い
た
め
、
地
寡
発
生
の
周
期
が
約
100
年

1150
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
い

東
南
海
・
南
海
地
震

［図(6)]津波発生の仕組み 0
津
波
発
生
の
仕
組
み

津
波
は
洵
底
卜
で
地
炭
が
起
こ
り
、

そ
れ
に
伴
う
海
底
の
上
下
運
動
に
よ
り

洵
水
が
上
卜
に
動
く
こ
と
に
よ
り
発
生

し
ま
す
。
【
図
⑥
】

0
津
波
と
風
浪
の
違
い

風
浪
や
う
ね
り
は
海
の
表
面
だ
け
の

迎
動
で
、
波
長
も
数

m
I
数
百
m
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
津
波
は
池
底
か
ら
海
面
ま

で
令
て
の
洵
水
の
動
ぎ
で
す
c

ま
た
、

沖
合
で
は
高
さ
が
数

c
m
1
数
m
な
の
に

対
し
て
、
波
長
は
数
krn1
数
百
k
m
に
も

な
り
非
常
に
長
い
た
め
、
目
視
で
は
観

■津
波
と
は
？
・

［表(11次の東南海・南海地震の発生確率

長期評iilliで予想 地震発生

地桑名 した地虔規模
確 率 平均発生 霰近発生

（マグ＝チュード）
lD年 30年 50年 開 隔 時 期

以内 以内 以内

束南海地震
8 l l0 ~ 60% 90% 61 l 
前後 同時 20% 程度 程度

Ill 6年
年前

南海地占
8 4 8 5前後 l0% 50% 80~ 59 0 
前後 程度 程度 90% 

114 0年
年即

出典：地震調査委員会＇海溝切地震の長期評価の概要（算亙品 D/'.U：半成18年1月JU)」

つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

【図⑦］津波の伝播速度と水深の関係
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【図②】日本周辺のプレート
9
月
1
日
は
防
災
の
日
。
今
月
号
で
は
東
南
海
・
南
海
地
慧

に
つ
い
て
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ス
ム
や
、
串
本
町
の
被
害
想
定
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
サ
。
地
震
・
津
波
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
も
ち
、
迅
速
か
つ
適
切
な
行
動
か
取
れ
る
よ
う
普
段
か
ら
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

東
海
地
震
が
発
4
し
た
場
合
、
束
南

海
・
南
海
地
嚢
が
束
海
地
雲
と
lnJ
時
ま

た
は
時
間
元
梵
生
な
ど
連
勁
し
て
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
束

海
・
束
南
海
・
南
池
地
震
が
同
時
に
梵

生
し
た
垢
合
、

M
証
利
度
の
地
震
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■東
南
海
・
南
海
地
震
と
は
？
・

地
球
の
衣
面
は
十
数
枚
の
プ
レ
ー
ト

と
呼
ば
れ
る
岩
盤
に
復
わ
れ
て
い
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
（
洵
側
）

と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
（
砕
側
）

の
境
界
の
こ
と
を

附
海
ト
ラ
フ
と
い

い
ま
す
【
図
②
】
。

束
南
池
・
南
海
地

震
は
向
海
ト
ラ
フ

で
発
生
す
る
海
浙

堕
地
震
で
す
。

測
で
ぎ
ま
せ
ん
。

H
で
見
え
る
の
は
目

前
に
迫
っ
て
か
ら
で
す
か
ら
、
そ
の
と

き
に
は
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
池

岸
付
近
て
強
い
揺
れ
を
感
し
た
場
合
や
、

揺
れ
は
小
さ
く
と
も
長
い
時
間
ゆ
っ
く

り
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
直

ち
に
洵
庁
付
近
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
津
波
の
前
に
引
ぎ
潮
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
、
沖
波
が
来
る
か
ど

う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
に
海
岸
に
出

る
こ
と
は
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

■東
南
海
・
南
海
地
震

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

市
海
ト
ラ
フ
で
は
、
海
側
の
プ
レ
ー

ト
が
評
側
の
プ
レ
ー
ト
の
卜
ヘ
潜
り
込

ん
で
い
き
【
図
③
】
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト

の
先
端
部
分
が
下
へ
引
き
ず
り
込
ま
れ

て
、
ひ
ず
み
が
蓄
禎
さ
れ
て
い
ぎ
ま
す

【
図
④
】
。
こ
の
ひ
ず
み
が
限
界
に
迂
し

た
時
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
上
が

り
、
地
震
が
梵
生
し
ま
す
e

【
図
⑤
】

0
津
波
の
伝
播
（
水
深
と
の
関
係
）

津
設
の
速
度
は
水
深
に
よ
っ
て
快
ま

り
ま
す
。
沖
合
の
深
い
と
こ
ろ
で
は
速

く
、
浅
い
と
こ
ろ
で
は
遅
く
な
り
ま
す
。

ま
た
浅
く
な
る
に
従
っ
て
沖
波
の
高
さ

は
高
く
な
り
ま
す
。
水
深
⑳
m
で

ジ
ュ
ソ
ト
横
並
み
の
時
速
約
8
0
0
k
m
、
水

深
100m
で
時
速
約
1
1
0
k
m
、
水
深
1
0
m
て

時
速
約
3
6
k
m
に
な
り
ま
す
。
【
図
⑦
】

0
地
形
に
よ
る
津
波
の
高
さ
の
違
い

海
岸
で
の
沖
波
の
高
さ
は
、
地

形
の
影
苦
を
人
¥
J
く
受
け
ま
す
。

＞
字
型
の
湾
の
奥
や
、
岬
の
先
端

部
は
津
波
が
集
中
す
る
の
で
高
く

な
り
ま
す
。
遠
浅
の
海
岸
も
津
波

を
成
に
さ
せ
る
効
呆
が
あ
り
ま

す
。
津
波
が
池
庁
を
駆
け
登
る
こ

と
を
「
遡
卜
（
そ
し
ょ
う
）
」
と
い

い
、
と
合
に
は
数
1
0
m
に
及
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
3

-
※
出
典
（
図
＂
ふ

1
-
T
)

二
和
歌
山
―

一
県
作
成
パ
ン
フ
レ
1

卜
「
東
南
海
一

-:lfl海
地

震

に

佃

え

よ

う

」

―

出典：気象庁ホームページ
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地
裳

・
津
波
・
水
害
な
ど
、
紀

窟
地
域
に
お
け
る
災
害
の
危
険
忙

と
そ
の
対
策
を
考
え
る
「
防
災
・
減
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
主
催
1
1
産
経
新
問
杜
．

全
国
地
方
新
問
杜
連
合
会
後
援
11
串

木
町
な
ど
）
が
7
月
29
日
、
出
本
IHJ文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

某
調
講
演
て
は
、
京
都
大
学
防
災
他

究
所
長
の
河

m患
昭
さ
ん
が
、
「
経
験

が
役
に
立
つ
な
ら
防
災
は
簡
半
。
前
例

「紀南地域は陸の孤鳥になる。

救援物資が届くまで 1週間はか
かるだろう。」と話す河田所長。

に
な
い
こ
と
が
起
こ
る
か
ら
毎
回
犠
牲

者
が
出
る
。
」
と
し
、
「
揺
れ
が
小
さ
い

か
ら
沖
波
も
小
さ
い
だ
ろ
う
と
い
う
の

は
佃
の
根
拠
に
も
な
ら
な
い
。
串
本
で

1
分
以
卜
揺
れ
る
地
震
が
起
こ
っ
た
ら

津
波
が
来
る
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
被
害
を

f
測
で
き
な
い
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

紬
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ノ

シ
ョ
ン
で
は
、
小
況
家
、
工
学
悼
＋
、

紀
南
河
川
国
道
事
務
所
長
、
松
原
町
長

の
4
者
が
議
論
を
展
間
3

「
若
者
が
も
っ

と
防
災
に
興
味
を
も
つ
よ
う
な
教
育

を
。
」
「
津
波
防
災
の
観
点
か
ら
も
高
速

道
路
の
早
期
整
備
が
必
要
。
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

紀南地域の

災害危険度を検証

防災・減災フオーラム

行政、住民、専門家がそれぞれの立場で意見を

交わしたパネルディスカッション

ご
の
刃
111の
改
修
は
地
域
の
長
年
の
悲
粗

で
涜
る
こ
と
を
切
々
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
こ
の
固
類
は
上
巴
原
地
区
の
霰
倦

先
し
て
解
決
す
へ
き
問
證
て
あ
る
と
判
断

し
‘
去
否
7
月
11
口
に
東
牟
婁
振
騨
局
串

本
建
設
部
を
伴
っ
て
、
県
・
県
士
整
偏
部

残
暑
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
交
渉
を
行
い
嗅
に
対
し
地
区
の
実
情
を
伝

8
月
は
あ
わ
た
た
し
く
過
ぎ
、
秋
へ
と
え
、
出
来
う
る
か
ぎ
リ
迅
速
な
酒
JII
改
修

向
か
う
季
節
と
な
リ
ま
し
に
。
「
も
の
を
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

8
月
28
日
に

想
う
」
と
言
い
ま
す
か
、
さ
ま
さ
ま
な
思
は
二
階
俊
博
経
済
産
業
大
臣
に
隣
情
を
行

い
が
去
来
び
る
巨
て
も
あ
っ
た
か
と
思
い
い
ま
し
た
。
地
区
の
人
々
の
熱
意
か
町
と

ま
す
。
先
の
大
戦
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
茂
一
体
と
な
り
、
国
及
び
県
の
関
係
者
に
伝

己
方
を
思
い
、
平
和
の
尊
さ
を
思
う
、
ま
え
ら
れ
に
―
つ
の
好
例
て
あ
る
と
考
え
て

た
合
年
初
盆
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
思
い
、
お
リ
ま
す
。
合
後
も
、
河
川
改
修
工
事
の

同
峙
に
高
校
球
児
の
熱
戦
を
忠
つ
。
そ
れ
実
施
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
取
リ
組
ん

そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
8
月
か
あ
っ
た
こ
と
で
ま
い
る
所
存
で
ご
さ
い
ま
す
。

と

思

い

ま

す

。

私

の

咬

治

姿

勢

と

し

て

、

こ

れ

ま

て

茂

さ
て
、

5
月
6
日
か
ら
7
月
3
日
の
間
、
度
か
町
民
の
皆
様
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾

町
内
26
カ
所
に
お
い
て
町
政
報
告
会
を
行
け
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
て
参
り
ま
し
た
。

い
ま
し
に
か
、
現
在
皆
様
か
ら
頂
戴
い
た
「
聴
く
」
と
い
う
こ
と
は
「
分
か
る
」
と

し
ま
し
た
ご
意
見
、
ご
揖
案
に
つ
い
て
各
い
う
こ
と
で
あ
リ
、
「
分
か
る
」
と
い
う

担
当
課
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
こ
と
は
「
行
え
る
」
と
い
う
こ
と
て
涜
る

施
策
と
し
て
反
映
し
て
い
く
か
を
検
討
し
と
考
え
て
お
リ
ま
づ
。
な
か
な
か
頓
で
思

て
い
る
と
こ
ろ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
う
よ
う
に
は
参
ら
な
い
の
か
実
情
で
は
ご

そ
の
中
で
、
す
て
に
取
リ
組
み
を
始
め
さ
い
ま
芍
が
、
ご
の
姿
勢
を
基
本
と
し
て

て
お
リ
ま
す
事
例
を
挙
け
れ
は
、

6
月
19

堅
持
し
つ
つ
、
町
の
利
益
の
た
め
に
皆
様

日
、
上
巳
原
地
区
て
の
報
告
会
に
お
い
て
と
一
緒
に
手
を
と
リ
涜
い
進
ん
て
ま
い
リ

い
に
た
い
た
田
原
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
だ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

て
で
涜
り
ま
す
。
田
原
JII
は
毎
年
豪
雨
の
残
署
の
厳
し
い
日
か
し
ば
ら
く
は
続
き

た
0
に
氾
濫
し
、
付
近
住
宅
へ
の
浸
水
、
ま
百
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
夏

県
道
、
町
道
及
び
田
畑
か
冠
水
、
そ
の
に
の
疲
れ
な
と
で
体
謂
を
崩
さ
れ
否
ご
と
の

め
度
々
住
民
は
弧
立
状
態
と
な
る
ご
と
、
な
い
よ
う
、
十
分
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

臀長随趙

※津波浸水予測、避難場所等につ

いては、全戸配布しています「津
波防災マップ」でご確認ください。

串
本
町
の
被
害
想
定

末
海
・
東
南
池
・
南
洵
地
虞
が
同
時

に
発
牛
す
る
と
、
串
本
町
で
は
震
良
6

弱
1
7
の
地
震
動
が

f
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
窟
発
生
後
約
6
1
1
4
分

で
沖
波
第
1
波
の
ピ
ー
ク
が
串
本
町
沿

岸
に
到
送
、
津
波
は
繰
り
返
し

(
6
時

間
以
上
）
紺
続
し
て
来
装
し
、
そ
の
最

大
の
津
波
水
位
は

4
1
9
m
程
度
に
も

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

乎
成
1
6
.
1
7
年
度
に
和
歌
山
県
で
実

施
さ
れ
た
「
和
歌
山
県
地
震
被
害
想
定

調
査
」
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
束
海
・

束
市
淘
・
南
池
地
裳
が
同
時
に
発
牛

(
M
聾
し
た
場
合
、
串
本
町
で
は
、

建
物
の
令
壊
，
焼
失
が
約
1
l
,
-
a
o

0
1
1
2
,
0
0
0
棟
、
死
者
数
が
約

8001900
人
と
い
う
想
定
結
呆
と
な
っ
て

い
ま
す
3

松原 繁樹

想定条件

0想定地祖

東海・東南海・市海地震nl昧発生 (M8.6)

0時刻及び季節

冬 5時：多くの人が口宅て就寝l|Iであり、火気の

使用か少ない時間帝

冬18時：炊事や暖房で火気の使用頒度が高くなる

季節・時間苫

及12貼：海岸沿いには多くの海水浴客が集まり、

巾街地などにも通勤・通学している人や

買い物客筈が集まっている季節，時1馳J骨

■震度分布図

■串本町の建物全壊・焼失予測結果
現況 地室動 液状化 がけ崩 津波 火災による 総数（主壊焼矢） （主壊焼矢率）

建物数 による による れによ による 焼失〔棟〕 〔棟） 〔％〕

全壊 全壊 る全壊 全壊 冬 冬 要
夕- 冬 要

文一
冬 夏

〔棟〕 〔棟〕 〔棟） 〔棟〕 〔棟〕 5時 18時 12時 5時 18時 12時 5時 18時 12時

20,576 8,143 159 24 3,924 60 4,010 100 10,551 ll, 950 10,572 51 3 58 l 51 4 

※要因別の仝埃棟数を重校処理して総数を算出していますのて、「詫数」と「要因別の仝J袋棟数の合~t」は一孜しません。

■串本町の要因別死者数予測結果
建物倒壊による

死者数〔人〕
人口

津波による

死者数〔人〕

がけ崩れによる

死者数〔人）

火災による

死者数〔人）
死者の総数〔人）

冬

5時

冬

18時 寺

要

28
• 
冬

5時

冬

18時

夏

l2時

冬

5時

冬

18時 寺

夏

囲
• 
冬

5時

冬

18時 寺

要

28
• 
冬

5時

冬

18時

夏

l2時

21,429 510 423 378 298 357 534 23 803 798 9 l l 

※安因別の死者放を重複処列して総薮を箆出していますので、 1総数」と＇娑因別の死者薮の合計」は 致しません，｝

出典： 1tll歌111県地需般者想定調査報告吉 1概安版）」（半成18年3月和歌1廿県）
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串木町・古座両商工会によるビンゴケーム大会。

高額商品券の当選には大きな歓声が起こっていま

した。

（上）串本海上保安署による巡視船「みなべ」の体験航海。親子連れ

など 107名の参加者が約 1時間の海の散歩を楽しみました。

（左）浮上では海洋環境教室やウミガメの子どもの放流が行われ、子

どもたちが自然や命の大切さについて学習しました。

鮎のつかみ取りでは、逃げ回る鮎を追いかけ、子ども

たちが大はしゃぎ。

正-→m -¥- -
串木節総おどりのタベで、見事、叢優秀貸に耀いた

「串本子ども会連」の皆さん。

今年の総おどりでは、 14連・約400名の
参加者が道中を踊り歩き、沿道からは

大きな声援が送られていました。

ふれあい広場では、射的や

スーパーボールすくいなど

の屋台に子どもたちが夢中

になっていました。

串本町文化センター大ホールでは、

サマー BANDライブか行われ、町内

から 7組が出演しました。

i

息

yi8
月
6
日
、
第
2
回
串
本
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
町
内
各
所
で
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 こ
れ
ま
で
は
、
丈
行
委
員
会
の
会
長
を
町
長

が
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
こ
れ
を
民
間

へ
移
し
、
町
民
宇
導
の
組
織
と
し
て
各
種
団
体

や
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
準
価
が
進
め
ら
れ
て

ぎ
て
い
ま
し
た
。

こ
の

H
は
朝
か
ら
檎
杭
洵
水
浴
場
て
は
「
海

水
浴
ま
つ
り
」
が
、
串
本
近
海
で
は
串
木
海
上

保
安
署
の
協
力
に
よ
り
「
巡
視
船
体
験
航
洵
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
串
本
町
文
化
セ
ン

タ
ー
や
IEJ'>
休
育
館
で
は
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

や
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
、
「
鮎
の
つ
か
み
取

り
」
、
「
サ
マ

I
B
A
N
D
ラ
イ
ブ
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
終
日
、
た
く
さ
ん
の
人
で

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

夕
刻
か
ら
の
「
町
民
総
お
ど
り
の
タ
ベ
」
は
、

旧
串
木
町
で
行
わ
れ
て
い
た
道
中
踊
り
に
7
年

ぶ
り
に
変
更
。
参
加
者
は
串
小
節
の
生
演
奏
に

の
せ
て
、
消
防
署
裏
の
町
追
約
300m
を
練
り
歩

ぎ
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ノ
ク
ス
の
花
火
人
会
は
、
ウ
ー
初
は

休
止
の
可
能
刊
も
あ
り
ま
し
た
が
、
規
使
を
縮

小
し
て
の
開
催
が
実
現
し
、
約
一
千
梵
の
花
火

が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

串
本
ま
つ
り
開
倣
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
ご
協
カ
・
ご
寄
付
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
C

出
本
ま
つ
り
実
行
委
貝
会

⑰広報くしもと 9 広報くしもと 9
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（上・左上）上浦海岸でのマリンスポーツ体験。シーカヤックやサーフィン

の体験プロクラムに多くの方が参加していました。

（左）会場では、海難事故に備えて、消防署職員による救急救命指澁も行わ

れました。

7
月
20
日
1
2
2
日
、
第

17lUlH
と
な
る
ビ

ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
イ
ン
・
串

本
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
狛
ま
っ
た
腕
自

慢
の
カ
ジ
キ
釣
り
た
ち
57
チ
ー
ム
が
、
黒
潮

流
れ
る
串
本
の
海
で
大
カ
シ
キ
に
挑
み
ま
し

た。
残
念
な
が
ら
今
年
は

7
月
後
半
に
な
っ
て

も
栴
阻
が
明
け
ず
、
大
会
は
あ
い
に
く
の
荒

大
に
見
妍
わ
れ
ま
し
た
3

強
風
と
高
波
に
よ

り、

2
日
間
の
競
技
で
釣
果
は
わ
ず
か
1
本。

環
境
開
題
や
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
見
つ
め
な
お
そ
う
と
、
町
内
の
「
上
浦
を
採

凡
で
歩
こ
う
会
」
と
、
湘
約
を
中
心
に
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
糾
織
「
水
，
空
・
人
海
の

学
校
」
が
王
催
し
、
町
内
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

各
れ
ま
し
た
。

8
月
8
1
1
、
9
日
に
は
、
ヒ
コ
ー
キ
お
じ
さ

ん
と
し
て
知
ら
れ
る
柏
谷
悌
―
―
さ
ん
に
よ
る
紙

ヒ
コ
ー
キ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ム
で
飛

ば
す
柏
谷
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
ビ
コ
ー
キ
は
、

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
心
を
ぐ
っ
と
つ
か
ん

だ
様
千
。
柏
谷
さ
ん
は
「
1
枚
の
紙
を
ア
イ
デ

ア
で
迅
く
ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
で
ぎ
る
の
が
紙

ヒ
コ
ー
キ
の
魅
力

Q
fど
も
た
ち
に
作
る
喜
び

を
伝
え
ら
れ
れ
ば
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
3

ま
た
8
月
12
日
に
は
上
浦
海
岸
に
て
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
行
わ
れ
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
約
130
名
の
参
加
者
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
サ
ー
フ
ィ
ン
や

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
「
上
浦

を
裸
足
で
歩
こ
う
会
」
代
表
の
堀
ロ
一
志
さ
ん

は
、
「
自
然
と
親
し
む
楽
し
さ
を
知
れ
ば
、
環

境
問
題
へ
の
意
識
も
変
わ
る
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
が
終
わ
っ
て
か
ら
地
域
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
る
か
楽
し
み
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＠
◎
て
臼
炒
⑱
l

マ
リ
ン
ス
ポ
—
ツ
体
験
・
紙
ヒ
コ
ー
キ
と
凧
の
教
室

悪天候のため、町立体育館で行われた紙ヒコー

キ教室。子どもたちは目を耀かせながら柏谷さ

ん（中央）から作り方や飛はし方の説明を聞い

ていました。

←ヤ宣，冗巴-i
潮岬望楼の芝生での紙ヒコーキ教室。風にのっ

た紙ヒコーキは大空悪くまで舞い上がっていま

した。

（上）釣り上げたカジキを検量し、記念撮影。

（中上）大会初日に開催されたキックオフパー

ティ。

（中下）競技スタート l荒波の中、クルーザー

が一斉に沖に向かって疾走しました。

（下）豪華クルーザーによる体験クルージング。

天気が悪かったのが残念。

1
3
1
.
6
キ
ロ
の
ク
ロ
カ
ジ
キ
を
釣
り
ト

げ
た
和
歌
山
市
の
チ
ー
ム
セ
ラ
ヴ
ィ
（
津
田

団
一
郎
キ
ャ
プ
テ
ン
）
が
見
事
俊
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

ま
た

23
日
に
は
、
休
験
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が

行
わ
れ
、
視
子
連
れ
な
ど
約
70
名
の
参
加
者

が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
参
加
チ
ー
ム
の
ク
ル
ー

サ
ー
に
乗
船
し
、
大
島
周
辺
の
海
域
で
約
1

時
間
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
3

ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
—
ナ
メ
ン
ト

クロカジキをランティングするチームセラヴィの皆さん
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松原町長に優勝の報告を行った松野下君
力強いよさこい踊りを披認した古座高校サボーターズ

クラフの皆さん

柔
道
県
大
会
優
勝
を
報
告

串
本
西
中
学
校
松
野
下
君

8
月
1
1
日
、
潮
岬
青
少
年
の
家
に
お
い
て
、
障
害
児
者

父
母
の
会
（
地
‘
十
存
芙
会
長
）
に
よ
る
「
親
了
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
お
仔
の
ハ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
は
、
会
場
を
訪
れ
た
松
原
町
に
が
焼
き
そ
ば
を

調
理
し
、
約
40
名
の
参
加
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

地
、
十
会
長
は
「
新
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ

り
、
こ
の
会
の
参
加
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
が
一
っ

の
悩
み
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
は
年
に

1101
の
こ
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
今
後
も
す
っ
と

続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参加者と焼きそはを調理する松原町長

河
内
祭
の
本
祭
が
営
ま
れ
た

7
月
2611
の
夕
刻
よ
り
、
古
座
川
河
11
の

古
座
漁
港
広
場
に
お
い
て
、
「
熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭
の
タ
ベ
」
が
開
偲

さ
れ
ま
し
た
。

河
内
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
盛
り
上
げ
た
い
と
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
古
座
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、

4
徒
有
芯
で
結

成
さ
れ
た
古
座
高
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
よ
各
こ
い
踊
り
、
串
本
節

保
存
会
や
地
区
の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
は
多
く
の
見
物
客
の
拍
丁
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
最
後
に
は
わ
ち
上
げ
や
水
ー
自
爆
の
花
火
が
行
わ
れ
、
古
座
川
の
河

口
に
大
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

8
月
15日

1
2
6
日
、
ト
ル
コ
姉
妹
都
市
の
メ
ル
シ
ン
市
か
ら

8
名
（
青
少
年
7

名
・
引
率
1
名
）
の
青
少
年
団
が
来
町
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
青
少
年
＇
父
流
市
業
の
一
環
と
し
て
、
串
本
町
と
ト
ル
コ
の
姉
妹
都
巾
の

間
で
相
互
に
青
少
年
を
派
遣
し
合
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

lul来
町
し
た
ト
ル
コ
の

青
少
年
た
ち
は
町
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

周
辺
の
観
光
地
を
訪
れ
た
り
、
色
々
な
日
本
文
化
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
1
2
日
間
の
滞
在
を
楽
し
み
ま
し
た
c

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
に
は
、
叶
年
串
本
か
ら
ト
ル
コ
を
訪
れ
た
青
少
年
た

ち
の
ご
家
族
も
あ
り
、

f
ど
も
た
ち
は

1
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
い
な
が
ら
、

交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。

7
月
3
1
日
、
串
本
西
中
学
校
3
年
生
の
松
野
下
恭

T
君
が
役
場

を
表
敬
訪
問
し
、

7
月
2811
に
和
歌
山
市
の
県
守
武
道
釦
で
行
わ

れ
た
平
成
1
8
年
度
県
中
学
総
休
柔
道
の
部

(90
キ
ロ
級
）
で
の
優

勝
を
松
原
町
長
に
穀
告
し
ま
し
た
。

小
学
1
年
の
と
き
に
柔
道
を
始
め
た
と
い
う
松
野
下
料
は
、
そ

の
後
町
内
の
道
場
や
串
本
中
学
校
、
串
本
高
校
の
練
習
に
参
加
し
、

多
く
の
指
導
者
に
I

冬
え
ら
れ
な
が
ら
実
力
を
高
め
て
ぎ
た
と
の
こ

と
。
松
野
下
君
は
こ
の
後
、
近
畿
人
会
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
も

決
定
し
て
お
り
、
「
自
分
の
力
が
ど
れ
だ
け
出
せ
る
か
仝
国
レ
ベ

ル
で
試
し
て
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
c

[

「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療
週
間
」
は
昭

~

和
5
7
年
に
救
忠
瞑
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国

一
民
の
止
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
か
つ
救
急
医

~

療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
設
け
ら

'

~

れ
ま
し
た
。
[

~

以
来
、
毎
年
9

月
9
1
1

を
「
救
急
の
1
1
」
と
し
、
’

~

こ
の
日
を
含
む
1

週
間
（
今
4
は
9
月
3

日
（
日
[

~

曜
1
1
)から
9
月

9
日
（
土
眸
日
）
ま
で
）
を
「
救L

~

急
医
＇
燎
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
[

~

昨
今
、
診
療
の
優
先
丁
段
と
し
て
の
救
忽
車
の

L

~

安
易
な
利
用
や
、
病
状
に
関
係
な
く
時
側
を
間
わ

f

i

な
い
救
急
病
院
の
コ
ン
ビ
ニ
的
な
利
用
が
深
刻
な

[

＂
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
利
用
対
象
と
「

＂
な
る
け
が
人
や
急
病
人
は
医
療
機
閃
な
と
に
緊
急
[

＂
に
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
方
で
す
。
自
分
で
病
院
「

＂
に
行
け
る
場
合
は
、
，

H
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
[

＂

の

利

用

を

心

が

け

て

下

さ

い

。

[

＂
一
人
で
も
多
く
の
叶
命
を

ロ□〗
虹
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乖ュー

一
盆
芦
父
母
の
会

古座川河口での水上自媛花火

日
暮
れ
の
河
口
に
歓
声
響
く

熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭
の
タ
ベ

来
町

樫野のエルトゥールル号慰霊碑1こて黙祷を捧げる責少年団

の皆さん

役場を表敬訪問し、松原町長と懇談

⑪広報くしもと 9 広報くしもと 9 ぃ
1
_＼
 



保他センター 9月の行事f定は卜記のとおりです。
※健診等についてのお申し込み•お問い合わせ 1ま、保
健センター（ff0735-62-6206) まで

【成人関係］

胸部（肺がん）検診

実施日 受付時囲 会塩

9I0-940 
姫
姫駅即

9 45~l0[)J 松村忠明様宅駐車滉

10 10~11 00 伊串 伊串柔会所付近

9月1日（金）
II 10~11 30 神野川 神野川クラブ

13 00-13因 藤田渡船横

13 40°~ 14 ID 
古座

旧古座下バス停

14 20-14 50 津荷 津荷老人憩の家

15 00-15 20 J:野山 J:野山郵便ポスト前
9 30~IO[)J 佐部 佐部内田商店前

9月2日（土） 10 15~11 1XJ 田原 JR田原駅削

13 00~13 40 岩淵 岩淵クフブ

9 l0-g因 雨忌／＼ス停付近

940~IOOO 和深 和深総合センター

1005~1020 和深公民館

1040~11 00 安指平見バス停付近

9月4日（月） ll 10~11 30 安指 安指区民会陪即

11 40~11 5(J 赤瀕小学校付近

13 10-13ぽ 田子 田子ガート下

13 40~14()J 江田 江田旧国道付近

14 30~15 OJ 出忌 出舌観福寺石広滉

850~920 目津大浦 目津トマト石駐干場
9 30-ID ID 原皿上ヶ地 西向老人憩の家

9月6日（水） 10 20~ IO 40 古田 古田再年クラフ

10 50~11 20 中湊 古座忘校正門前駐車塩

13 00-13 30 上田原 上田原生活改吾センター

900~920 愛民会腔即

9 30~ ID ID 田並 田並駅即

ID 20~11 ID 田並公民棺

9月II日（月1ll 20~11 m 有田 有田駐在所切

13 10~ 13笈 局室 広瀕様車届削

13 40-14 ID 二色 二色果会所

14 20-14約 袋 熊野酸素駐車場

900~930 田岨孟器店自宅前

9 40~ ID ID ミートショフハヤマ煙肉,11，l駐車呂

9月13日（水）
ID 20~ ID 50 

由本
鍵渚丙務所前駐干坦

II OO~11 20 駅前西り役樗公用車駐車場

13 00~13 50 オークワWAY（ウェイ！駐車呂
14 00~14 20 橋杭岩前広楊

9 l0-g因 萩犀塔石築会所付近

9 40-lO lO 平松コーュニプイセンター

ID 20-10 40 
潮岬

月」保所駐車垢

9月15日（金） 10 50~11 20 湖岬公民照

13 00~13 20 消防屯所前

13 30~14 IXJ 林自動車付近

14 10~14 30 権現 出雲ふれあいの雰

8 50-9因 樫野 樫野消防屯所前

9 40~ lO lO 
須江

和産旅館前

9月20日（水） 10 20~1050 須江漁協

ll 10~11 40 
大 忌

大呂漁協付近

II 45~12 15 大昂駐在所付近

健康相談

実施日 受付時問 会 塩

9月4日（月）
9 00~lo oo 江田区民会館
lO 30~11 30 田子区民会館

9月5日（火）
9 00~10 00 大島開発総合センター
lO 30~11 30 出蛍公民館

9月7日（木） 9 30-ll 00 二色柔会所

9月8日（金） 9 30~11 00 有田公民館
9月ll日（月） 13 oo~ 15 oo 保建センター2階

9 30~10 30 津荷老人憩の家

9月27日（水） 13 00~14 00 古田言年クラブ
14 30 ~ l5 30 田原山村交流センター

※誰てもお気1斧に会嬰へお越しくたさい。
直庁測‘心や笹虚についての相談を受けております）

星本健康診査（集団）

実施日 受付時間 会 滉

9月2日（土） 13 00-14 00 岩淵クラブ（胸部検診同時）

9月6日（水） 1300-14 00 
上円原生活改善センター

（胸部検診同時）

9月9日（土） 13:00-14:00 西向多目的集会所

9月27日（水） 13:00-14:00 田並公民館

9月30日（土） 13 00-14 00 中漠コミュニテイセンター

※検企内容は…向液検査・心霞I叉1・皿汀・検尿．
・医師の診寮． PSA検査
基仁チ y ック（介護チ防健

肝炎ウイルス検杏（過ムに検杏したことがない人）

※希芋澗介菜筈で佳診を申込まれた方には個別通知します，

（対匁は10菜以卜）し
※山込みをされていない方でも ‘’,II会場にお越しいたたけ
れは受診できます．

歯周疾患検診について

平成l8年4月 1日～平成19年3月31日までの間で40歳
50歳 •60歳 •70歳になる方は、今年度無料にて検診が受
けられます。申込みをされていない方は、保健センター

までお申込み下さい。

【受診期間】 9月］日～12月27日まで
※希望調査票等で申し込まれた方には恒別通知します。

［乳幼児関係］

乳幼児健診

日時

9月7巴（木）
73: 00-74: OD 

9月74日（木）
73: 00-74: OD 

9月28日（大）
73: 00-74: OD 

培 所

保健センター
2隅

保健センター
2隅

保健センター
2階

内容

1歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児健診

IDヵ月児及び
1歳兄恒診

4ヵ月児及び
6ヵ月児健診

橋

本

淑

了

5

6

※広報へのオし）社を希笠されない方は、屈出の際に窓11にお山し出くださいc

乳幼児予防接種

日時 内容

129: 月405-日13（火）lD 三1楼期混初合回

139: 月1019-巴13（火4）0 M団Rし（ん麻混し合ん） 

139: 月1026-日13（火4）0 M同Rし（ん麻混し合ん） 

139: 月0208-日14（木:00 ） BCG 

各種教室

日時及び内容

9月12日（火）10:00-
ひよご広場(6ヵ月～l歳児）

9月15日（金）10:00-
ちびつこ広写(2-3歳児）

閾
野
川

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

◇
前
芝
正
典
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、
亡
父

工
己
）
の
香
典
返
し
と
し
て
串
木
第

＾
老
人
ク
ラ
ブ
タ
ン
ポ
ポ
会
へ
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ
い
ま
す
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人
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小尼岩鈴川境
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い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

17月受付分敬祢略）
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出
生
児
氏
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〉
〈
届
出
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〉
〈
地
区
〉

岡
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た
く
み
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よ
う
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凌
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修
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酒

本

陀

孝

串

本

坂

地

印
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奈

美

津
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鈴

木
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誠

押

野

宮
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輝

宏

保

田

原

お
誕
生
お
め
で
と
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隻

ご
ざ
い
ま
す

萩 角 中西梁須田 111古 頃 嶋 111 日知坂喜尾神水 111不
I泉 出萩村賀並川井 崎 lい野野地田 崎 田野田戸
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み了了作男代 郎了蔵雄丈患衛鶴祢介ヱ治明

84 78 84 76 82 82 89 91 80 84 75 79 94 96 72 91 87 94 85 58 48 

伊田 潮潮串樫串潮和潮潮閻闘串潮潮串出串和
姫 野野

串！息 岬岬本野本岬深岬岬 JII川本岬岬本雲本深

◇
田
咋
邦
夫
さ
ん
（
樫
野
）
か
ら
、
＇
」
父

（
勇
）
の
否
典
返
し
と
し
て
肥
野
と
人

ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
岡
本
雛
＋
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、

'
L
丈

五
一
郎
）
の
香
典
返
し
と
し
て
串
木

第
一
老
人
ク
ラ
プ
ヘ
。

◇
竹
四
利
出
さ
ん
（
田
並
上
）
か
ら
、
亡

父
（
敬
司
）
の
ぶ
口
典
返
し
と
し
て
田
並

上
老
人
ク
ラ
プ
ヘ
。

◇
梁
村
彰
さ
ん
（
漉
岬
）
か
ら
、
亡
父
(
―
―

智
男
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
洒
初
了
さ
ん
（
和
深
）
か
ら
、
亡
夫
（
象

蔵
）
の
香
典
返
し
と
し
て
粁
会
福
祉

協
議
会
へ
。

◇
松
原
修
中
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、

'
L
母

（
ミ
キ
ヨ
）
の
合
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
譲
会
へ
。

◇
井
上
布
幸
さ
ん
（
姫
）
か
ら
、
亡
髯
（
ゆ

き
ゑ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
畑
伸
也
さ
ん
（
閾
野
川
）
か
ら
、

'
L
母

（
輝
子
）
の
香
典
返
し
と
し
て
祇
杭
老

人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

今年の火災・救急件数
- 8月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 3件交通 54件

林野 0件急病 413件

その他 1件 その他 191件

合計 4件合計 658件

火災のない住みよい翌かな町づくり

9月10日は下水道の日です。

r自然とくらしに
やさしい下水道J

⑬広報くしもと 9 広報くしもと 9
＇ 
、’
入

2
~
 

9
"
¥
 



駈rt.'贅田罰’'＝罰濯
匡民健康保険と老人保健の制度が一笹変更になります。

◇現役並みの所得がある人の自己負担割合が変わります

70歳以上の人で現役並みの所得がある人は、医療機関等の窓口での医療費負担が2割から 3割に引ぎ上
げられます。環役井み所得省以外は 1間のまま据え置かれます。

0自己負担割合

平成18年9月30已まで
現役並み所得者

一般・低所得者

現役並み所得者

一般・低所得者

70-74歳
2割
l割

2割
l割

⇒ 
75歳以上

70-74歳

75歳以上

平成18年lO月 lElから
現役並み所得者

一般・低所得者

現役並み所得者

一般・低所得者

3割
l割

3割
l割

現役並みの所得者とは

70歳以上の同保被保陰者または老人保健で医療を受ける人のうち謀税所得が 145h|＇」以上ある人が 1口l
世帯にいる人をいいますc ただし、 70歳以上の人の年収が、 2人の島合は 520万円末満、 1人の場合は 383
万円和両であるときは、申請により「一般」冊帯と同様となり、 1割負担となりますn

◇高額療養（医療）費の自己負担限度額が引き上げられます

医療費のと払いが一定額を超えた場合に、超えた合額があとから払い戻される高額療養費（向額医療費）

の自己負担限度頷が、引き 1げられます。

070歳以上の人の自己負担限度額（月額）

平成18年9月30円まで

外来＋入院

(1固外人単来位） （世帯単位）

現役前み
72,300円＋

所得者
40,200円 〈医療費ー361,500円〉Xl%

(40,200円）

般 12,000円 40,200円

低所得[] 24,600円
8,000円

低所得I 15,000円

⇒ 

070歳未満の人の自己負担限度額（月額）

平成18年9月30円まで

139,800円＋
上位所得者 〈医療黄ー466,000円〉 X 1% 

(77,700円）

72,300円＋
般 〈医療費ー241,000円〉 X 1% 

(40,200円）

住民税 35,400円
非課税世帯 (24,600円）

⇒ 

平成18年lO月1日から

外来＋入院

（個外l人単来位） （世帯単位）

親役前み
80,100円＋

所得者
44,400円 〈医療費ー267,000円〉Xl%

(44,400円）

般 12,000円 44,400円

低所得[] 24,600円
8,000円

低所得I 15,000円

平成18年lO月lElから

150,000円＋
上位所得者 〈医療費一500,000円〉 X1% 

(83,400円）

80,100円＋
般 〈医療費ー267,000円〉 X1% 

(44,400円）

住民税 35,400円
非課税世帯 (24,600円）

※令領は 1月当たりの限度領 （ ）内の合領は、多数該当 (I2か月に 3回以上、高領療養翌又は闊頷医療

費の支給を受け 4匝目以降の文給に該当）の場合。

※日＼＇！所得者とは、基唸控除後の所得か 670万円（平成18年10月からは600万円の予定）を趙える世帯。
※70成未滴の什民税非諜税世帯、 70歳以上の低所得II.低所得I世帯の自已限度頷は据え置かれます。

髯

■困
っ
て
い
ま
す
II

串
本
IHJ
で
は
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
系

ゴ
ミ
）
の
分
別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ご
み
の
分
別
が
彦
ち
ん
と
さ
れ
て

お
ら
ず
、
収
粂
さ
れ
な
い
事
例
が
多
数

恨
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ノ
ク
ご
み
」
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
後
、

作
業
員
が
手
作
業
で
選
別
し
て
い
ま
す

が
、
汚
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
や
不
燃
物
が

入
っ
て
お
り
、
選
別
作
業
に
支
節
を
き

た
し
て
い
ま
す
3

食
品
容
器
等
の
汚
れ
の
付
い
た
プ
ラ

ス
チ
ソ
ク
知
は
、
水
で
洗
い
流
し
て
、

汚
れ
を
落
と
し
て
か
ら
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
「
迎
立
ご
み
」
も
同
様
に
ご

み
処
理
場
で
手
作
業
に
よ
り
分
別
を
し

て
い
ま
す
が
、
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
が
多
数
入
っ
て
い

ま
す
。ご
み
の
減
羅
、
責
源
の
再
利
用
の
た

め
の
「
ご
み
分
別
」
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ご
み
の
出
し
方

指
定
日
の
前
日
や
、
指
定
日
以
外
に

ご
み
を
出
す
と
、
カ
ラ
ス
的
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
荒
ら
さ
れ
た
り
、
通
行

の
邪
魔
に
な
る
な
ど
周
辺
の
仕
民
や
収

集
業
者
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
c

ご
み
は
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
に

出
し
て
下
さ
い
。

環
境
衛
生
課

こ
み
分
別
の
お
願
い

〈
申
請
方
法
〉

串
木
IEJ
共
同
募
金
委
貝
会

(tt協
内
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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一

域

で

し

て

蘊

）

「

一

ま

寸

-

Z
配
分

[

安

心

・

づ

く

り

抜

ー
地
域
の
安
心
•
安
令
の
"
[
介
ら
し
を
住
民
▼
配
分
額

と
と
も
に
つ
く
る
泊
動
の
支
援
ー
（
配
分
限
度
額
）
1
団
体
l
O
万
円
以
内

①

地

域

の

災

害

予

防

対

策

の

支

援

（

配

分

率

）

（
例
）
杜
会
柏
祉
施
設
及
び
地
域
の
自
、
土
配
分
対
象
事
菜
費
総
額
の
9
0
％
以
附

防
災
組
織
等
が
間
練
や
講
習
会
な
ど
を
実
〈
申
請
受
付
〉

屁
す
る
た
め
の
災
害
対
策
用
価
品
・
機
械
平
成
18
年

9
月
1
9
日
（
火
）

等

を

講

人

す

る

費

用

1

1

0

月

31
日
（
火
）

②
地
域
の
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
対
策
の

支
援（
例
）
白
治
会
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
等
か
了
と
も
達
や
商
齢
者
な
と

地
域
の

ft民
の
見
守
り
活
動
を
す
る
た
め

の
備
口
即
寺
を
購
人
す
る
費
用

了
配
分
対
象

1
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ
り
、
和
歌
山

県
内
に
所
在
す
る
団
体
・
施
設
•
N
P
o

"- e年

召
⑲広報くしもと 9 広報くしもと 9 へか
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一
＊
現
況
届

児
童
予
当
を
受
給
し
て
い
る
全
て
の

方
は
、

6
月
1
日
現
在
で
の
現
況
を
届

出
し
な
け
れ
ば
、
6
月
分
以
降
の
予
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
な
く
な
り
ま

す
。
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
提
出
は
必
ず

必
変
で
す
の
て
、
ま
た
お
済
み
で
な
い

方
は
至
急
提
出
し
て
く
た
さ
い
。

＊
法
律
の
改
正

児
菫
予
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
小
学

校
卒
業
袖
ま
で
児
辛
手
臼
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
3

9
月
ポ
日
ま

で
に
手
続
含
さ
れ
た
場
合
は
、

4
月
分

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
し
て
い
た
だ
け

ま
す
が
、

10
月
以
降
に
な
る
と
請
求
月

の
翌
月

(lO
月
に
硝
求
し
た
場
合
は
且

月
分
）
か
ら
の
受
給
と
な
り
ま
す
c

江
叩

求
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
9
月
29
日

ま
で
に
予
紬
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
児
菫
予
当
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

一◇募集団地◇＇団地名 1 所在地

田苅 I田拉1067-3

右束谷 1中湊41-2

゜

5

すまり

等

且

4

0

レ
0

レ
gO
旦

り

6

6

 

取問
イ

イ

で

要

の

0

0
卜

0

5
卜

要

泌
切
ヵ

宅

0
6
.
0
4
.

住

問

所

呂

問

所

呂

力

金金
入
籾

加

居

台

同

居

台

同

の
V

造

居

火

建

易

火

建

分

丁

階

階

月

Z

福

中

耐

5
商

耐

2

ヶ
、
3
ほ
5

1
E

て

家

い
額

お
月
に
は

宅
こ

住

際

宮
の
町

居

並
入
田

※

※

 

二
芸集戸数 1 月額家冥

公営住宅法により
計第した金額
(10,200円～16,900円）

公営住宅法により
計第した金額
(ll, 800円～19,600円）

2戸

~ 戸

◇申込み等の日程◇

申込み用紙の配布・受付

［期間］平成18年9月］日（金） ～平成l8年9月13日（水）
※但し、土日、祝・祭日は除きます。

［時間］午前8時30分～午後5時］5分
［場所］ 串本町役場己座分庁舎総合業務課

※申込みは、一世帯l団地に限ります。
※申込み用紙については、本庁住民課でも配布します。

◇申込み資格◇

(l)串本町内に住所又は勤務先を有する者

(2)現に住宅こ困窮しているごとが明らかな者

(3)同居しようと寸る親族があり、木人を含めて 2人以上の世帯であるごと。

但し、老人、身体廻害者、その他特に居住の安定存医る必要がある者とし

て政令で定める者については単身で入居することができる。

(4)町税等の滞納が無いごと

(5)本人及び同居人の収入を加算して、年間の所得金額が政令の規定以内であ

ること

※その他の事項については法令左遵守します。

◇申込みに必要な書類◇

①町宮住宅入居申込書 ②収入証明書

④住民票（藤本入居予定者全員のもの）

③納税証明書

⑤婚姻証明書（該当者のみ）

※詳しくは、役場紛合業務課住宅係（云 0735-72-0087)まで
お貯い合わせ下さい。

圃

お
知
ら
せ

「
小
安
が
強
く
、
気
分
が
落
ち
込
む
」

〒

6
4
7
|
0
0
4
4

新
宮
巾
神
倉
3
丁
目
1
|
1
磐
盾
ビ
ル

2
F
 

6
0
7
3
5
|
2
1
|
3
4
4
9
 

串
本
支
所

は
、
役
場
保
健
福
祉
諜

-
3
0
7
3
-
a

|
6
2
|
0
5
5
3
5
)
ま
で
。

お
知
ら
せ
＆
行
事

私
逹
の
仕
む
串
本
に
は
数
多
く
の
白

然
、
資
源
、
文
化
、
歴
史
等
が
あ
り
ま

す
。
地
域
プ
ラ
ン
ド
推
遥
会
議
で
は
、

こ
の
「
宝
」
の
山
を
持
つ
「
串
木
」
を

全
国
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

「
串
本
」
と
い
う
地
域
を
ど
う
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
の
が
い
い
か
議
論
を
正
ね

た
結
呆
、
串
木
の
「
串
」
と
位
僅
づ
け

い
た
し
ま
し
た
。

祈
し
く
な
っ
た
串
本
町
の
町
点
も

「
串
」
、
二
つ
の
丸
い
輪
を
串
で
つ
な

い
だ
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
ま
し
て
は
、
町
民
の
背
椋
に

「
串
」
を
モ
チ
ー
フ
に
串
木
を
ど
の
よ

う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
が
良
い
か
ご

意
見
、
こ
安
望
、
ア
イ
デ
ア
等
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

※
ま
た
、
歌
を
つ
く
つ
て
は
と
う
か
と

の
ご
怠
見
が
あ
る
た
め
、
歌
詞
の
窓
隻

も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

て
募
集
締
切

平
成
18
年
9
月
30
日

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
は
適
直
と
し
、
祁
送

・
F
A

X
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
に
は
住
所
・
氏
名
・
軍
話
番
号

を
必
ず
ご
記
入
卜
さ
い
な
お
、
ご
捉

案
い
た
だ
き
ま
し
た
中
か
ら
芯
丁
名
様

に
お
礼
を
名
え
て
い
ま
す
。

て
受
付
場
所
（
お
問
い
合
わ
せ
）

出
本
町
串
本
2
4
l
o

串
本
町
商
ー
会
串
本
地
域
ブ
ラ
ン
ド

批
遮
会
議
宛

0
7
3
5
3
|
6
2
|
0
0
4
4
 

L
 
E
 
T
 
直

0
7
3
5
|
6
2
|
1
2
8
5

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

了
募
集
種
目

2
等
陪
．
洵
・
空
上

ァ
採
用
予
定
時
期

3
.
4
月
布
女
員
（
男
了
・
女
＋
）

※
半
成
1
9
年
3
月
下
旬
か
ら
4
月
卜
句

こ
ろ
て
受
付
期
間

0
3
.
4
月

安

員

房

壬

9
月
29
日
（
金
）
ま
で

0
3
.
4
月
安
員
（
女
＋
）

9
月
8
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
資
格

日
本
同
籍
を
有
し
、
男
＋
に
つ
い
て
は

採
用
予
定
月
の

1
日
現
在
、

18
，
成
以
上

2
7
歳
未
満
の
者
、
女
了
に
つ
い
て
は
平

成
1
9
年
4
月
1
日
現
仕
、

18
歳
以
ト
2
7

歳
未
満
の
者
で
、
男
女
と
も
に
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

工
成
年
被
後
見
人
又
は
歓
保
佐
人
（
準

禁
治
産
者
を
含
む
）

②
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

「
自
分
に
白
仁
が
持
て
な
い
」
「
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
「
眠
れ
な

い
」
な
ど
、
「
こ
こ
ろ
の
悩
み
」
に
つ

い
て
、
ご
木
人
や
ご
家
族
か
ら
の
ご
祖

談
に
応
じ
ま
す
3

相
談
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑤
法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
成
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年

を
経
過
し
な
い
者

④

H
本
国
需
江
又
は
そ
の
下
に
成
立
し

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
、
土

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

▼
志
願
手
続

山
志
願
古
類
の
請
求

役
瑞
総
務
諜
ま
た
は
自
衛
降
和
歌
山
地

h
協
力
本
部
も
し
く
は
新
心
白
地
域
事
務

所
ま
で
請
求
す
る
こ
と

②
提
出
古
類
及
び
提
出
先

志
舶
者
は
、
2

等
睦
•
海
・
，
空
十
志
願

票

(
2
通
）
及
び
受
験
票
を
前
号
の
根

関
へ
捉
出
ま
た
は
祁
送
す
る
こ
と
c

※
試
験
日
時
、
会
垢
等
の
細
部
は
受
付

時
に
知
ら
せ
ま
す
。

ヱ
問
い
合
わ
せ
先

巨
衛
隊
新
宮
地
域
事
務
所

で
、
安
心
し
て
こ
相
談
下
さ
い
。

ア

日

時

何
月
第
3
令
曜
日
午
後
3叶
四
か
ら

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

て

場

所

祈
宮
保
健
所

，
い
衛
官
の
平
成
18
年
没
第
3
次
磨
集

n]募
集

國

連絡先

串本町役場本庁舎 TEL62-0555 

串本町役場古座分庁舎 m 72-0081 

串木病院 m62-0635 

古座川病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串木町立図書館 m62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海浮センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEL62-3200 

串本町ホームペーシアドレス

http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアトレス（代表）

soumu @town.kushimoto.wakayama.」p

⑰広報くしもと 9 広報くしもと 9 入◎
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9]国国園口国国
日I曜I行事内容（時間） 場 所 I主管課等

※各種健診・健康相談

予防接種・ひよこ広場

ちびっこ広場・マタ＝テ

ィ教室などのE程につい

ては、 l3ページの「保健

ヤンターだより」をさ覧

ください。

8 1金救急フェア IAコープ古函店1消防署
／ ※詳しくは下記のお知らオーク ワ古座店

91出せをこ＊覧ください。

61フJ<I一般献血

141木I人権行政相談
(13:30-15:30) 

パリューハウス早相舌

矢倉甚兵衛様I保健福祉課
(10:00~l6:00)I前駐車場

141バ行蝉談 1古座福祉センタ―|住民課

(13:30-15:30) 

町民文化センターI住民課

28 I木 1人権行政相談 1田原山村交瓦センター I住 民課

(13:30~15:30) 

叫殺急法芍畜⑪開催｝金認は誕ニ

泊防9；；；では、応急．処置等の背及、啓兌を1叉1ることを目的と

して、下記のU社で救急．フェアを開1梢します。救急ホ及び、
救急打機材の展示などさまざまなイペントが催されます。

［日時 ・場所］

9月8日（金）15:00-17: OJ 
Aュー元誌・オーク元麟
9月9日(±)9：①～12:OJ 
パリューハウス串木店

I 
三

i 強風による被害を最小限に i 
I 

I 
！ 毎年のように襲米し、各地にさまざま
1な被害をもたらす台風。台風でもっとも

i怖いのは強風です。強風による被害を最
I小限にとどめるため、次のような ことに
！注意してください。

〇窓や雨戸を補強するなど、建物の周り

の安全点検をする。

〇ベランダや家の周り 、物干し、犬小屋、

鳥小匡など、いろいろな小物の固定確：

認 ・収納。 ！ 
〇危険な土地では、いつも避難できる準 i

I〗•9口霞I
I-----------------.J 

ぢ
座
郵
便
u

軍
奈
郵

雙

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
郵
政
事

業
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す
る
た
め
、
現

在
古
座
郵
便
局
が
実
施
し
て
い
る
「
郵

便
局
の
配
達
及
び
取
り
集
め
」
、
「
為
替

貯
金

・
椛
易
保
険
の
集
金
事
務
」
等
の

外
務
事
務
に
つ
き
ま
し
て
、
串
本
郵
便

局
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
古
座
郵
便
局
は
外
務
事
務
を

行
わ
な
い
無
集
配
郵
便
局
と
し
て
引
き

続
き
窓
口
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
る
郵
便
局
と
し
て
サ
ー
ピ
ス
の
向

ヒ
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日

9
月
25
日
（
月
）

烹
現
在
古
座
郵
便
局
が
受
け
持
つ
範
囲

旧
古
座
町
図
域
及
び
古
座
川
町
池
野

山
・

宇
津
木

・

樫
山

・

楠
•

月
野
瀬
・

高
池
の
区
域

※
こ
の
区
域
が
串
本
郵
便
局
よ
り
配
達

和
歌
山
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

（シ
ル
バ
ー
1
1
0
番
）
で
は
、
次
の

と
お
り
「
い
き
い
き
電
話
相
談
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

9
月
18
日

（月
）
（
敬
老
の

U
)

▼
時
間

午
前
1
0
時
1
午
後
4
時

マ
相
談
内
容

法
律
・年
金

・社
会
保
険
・介
陵
保
険
・

介
詭
・
医
療
・食
生
活

・税
金
な
ど

※
弁
護
士

・
医
師

・
税
理
士

・
社
会
保

険
労
務
士

・
保
健
師

・
笠
理
栄
ヤ
変
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
電
話
番
号

6
0
1
2
0
1
7
3
0
_
4
6
5
 

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
当
日
の
み
使
用

マ
担
当
医
師

潮
岬
病
院
精
神
科
医
師

烹
向
い
合
わ
せ
・
申
込
み

新
宮
保
健
所
串
木
支
所

6
0
7
3
5
b
|
7
2
|
0
1
3
6
 

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

串
本
郵
便
局

総
務
係

(6
6
2
|
6
3
4
0
)

郵
便
係

(6
6
2
|
5
0
0
0
)

貯
金
保
険
係
(6
6
2
|
0
0
5
0
)

屯
座
郵
便
局

(6
7
2
|
0
5
3
5
0
)
 

◇
地
場
産
業
育
成
及
び
観
光
事
業

等
推
進
資
金
助
成
事
業 ,
I
'
 

串
本
町
で
は
、
活
力
あ
る
観
光
の
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
業
及
び
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
助
成
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
の
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
助
成
対
象

棗
町
内
各
団
体
（
準
ず
る
貨
団

体
を
含
む
）
が
実
施
す
る
事
業
で
、

地
場
産
業
と
観
光
事
業
が
協
力
し
、

観
光
容
の
増
加
に
貢
献
す
る
事
業

マ
助
成
金
額

申
詰
さ
れ
た
事
業
費
総
領
の

80
％
以

内
の
額
。
但
し
、
今
匝
の
交
付
総
額

は
補
助
金
予
算
残
額
の
旧
万
8
千
円

ま
で
と
す
る

ご
募
集
期
間

9
月
1
日
（
金
）
ー

9
月
2
9
I
J
（
金
）

▼
担
当
課

観
光
課

で
き
ま
す
。

烹
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
和
歌
山
lFl小
社
会
福
祉

協
議
会
長
寿
社
会
推
進
部
高
齢
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

田

今
月
の
納
税

ァ

税

目

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
6jVl)

0
介
渡
保
険
料
（
第
6
期）

マ
納
期
限

10
月
2
日

（月
）

※
粕
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

◇
串
本
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業

ァ
助
成
対
象

棗

町

内
各
団
体

・
グ
ル
ー
プ
が
計

画
す
る
個
性
的
で
地
域
を
ア
。ヒ
ー
ル

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
原
則
と
し
て

3
分
の
1
以
上
の
自
己
賓
金
を
持
つ

も
の
マ
助
成
金
額

補
助
金
額
の
最
高
限
度
額
は
原
則
と

し
て
1
件
30万
円、

最
低
限
度
額
は

1
件
10
万
円
と
す
る

▼
募
集
期
間

9
月
1
日
（
金
）

t

9
月
2
9
日
（
金
）

て
担
当
課

総
務
課

〒

6
4
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4
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和
歌
山
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手
平
2
丁
目
1
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県
民
交
流
プ
ラ
ザ
和
歌
山
ピ
ッ
グ
愛
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0
7
3
|
4
3
5
3
|
5
2
1
2
 

こ
の
夏
も
カ
メ
ラ
片
手
に
い
ろ
い
ろ

な
取
材
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
が
、

．

覆
か
っ
た
の
は
誓
い
な
く
河
内
祭

の
I
J
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
容
赦
な
く

照
り
付
け
る
I
J
産
し
に
、
川
原
で
立

っ

て
い
る
だ
け
で
碩
が
ク
ラ
ク
ラ
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が

河
口
か
ら
乗
せ
て
い
た
だ
い
た
届
形
船
。

川
面
か
ら
見
る
古
座
川
の
風
崇
は
傷
雅

コ
し

で
、
地
ヒ
の
よ
う
な
照

＿＿―-口

り
返
し
が
な
い
分
、
船

後

ヒ
は
涼
し
く
快
適
で
し

集

た
。
書
に
お
勧
め
で

編

す。

(N)

n五記涵
I潤馴~1111

I 平成18年10月1日 （日）
9月下旬から調査員がお伺いします。
総務省統計局 串本町

⑲ 広報くしもと 9 広報く しもと 9 ⑲ 
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ホームページhttp://www. town.kush Imoto. wakayama.j p/ 

メールアトレスsoumu@town•kushimoto. wakayama.jp 
開催日 平成l8年lD月28日（土）

開催地 和歌山県串本町

コース
本州最向端串本SUNSE丁マラソンコース(21.0975km) 
日本陸連公認コース

種 目
ハーフマラソンの部・・18歳以上の健康な男女
5 kmの部•中学生以上の健康な男女

参加資格
クロスカントリー3kmの部•小学 4 ・ 5 ・ 6年の健康な男女
クロスカントリー2kmの部・•小学 l ・ 2 ・ 3年の健康な男女

ハーフマラソンの部・ 3,000円 500人（先着順）
参加料 5 kmの部・ 2,000円 200人（先恙順）

〔ただし、中学生は500円、高校生は 1,000円とする〕
定 巨Eーコ クロスカントリー3kmの部・ 500円 100人（先着順）

クロスカントリー2kmの部・・・ 500円 100人（先酒順）

表 立早クノ 各部上位6位まで表彰， 3□~ ll 30 受付潮岬メイン会場（望楼の芝）
ll 45~ 12 05 開会式 潮岬メイン会場（望楼の芝）

大会スケ 12 30 クロスカントリー2kmの部スタート
ジュール 13 DD クロスカントリー3kmの部スタート
（予定） 13 45 ハーフマラソンの部スタート

14 DD 5 kmの部スタート
17 ・ 45 大会終了

※大会内容についてのお問合せは・・・

本州畢南端串本SUNSE
〒649-3503 串本町串本2427 串本町生涯学習課内


